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二
〇
二
一
年
度

博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧

博
士
論
文

　
課
程
博
士

　
中
国
学
専
攻

張　
　
　

三　

妮	
	

植
民
地
台
湾
・
朝
鮮
漢
文
教
育
形
成
過
程
の
研
究

修
士
論
文

　
国
文
学
専
攻

浦　

野　

賢　

太	
		

村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
及
び
「
納
屋
を
焼
く
」

の
比
較
研
究
―
映
画
と
小
説
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
―

趙　
　
　
　
　

越	
		

谷
崎
潤
一
郎
と
「
夢
判
断
」
―
谷
崎
文
学
に
お
け
る
フ
ロ

イ
ト
の
受
容

鄭　
　
　
　
　

婕	
		

夏
目
漱
石
と
魯
迅　

―
―
『
そ
れ
か
ら
』
と
『
傷
逝
』
を

中
心
に

王　
　
　

夢　

潔	
	

桐
野
夏
生
の
『O

U
T

』
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
境
遇

郭　
　
　

楷　

文	
		

太
宰
治
「
人
間
失
格
」
の
小
説
と
映
画　

―
原
作
小
説
の

映
画
化
作
品
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
る
の
か
―

上　

出　

大　

河	
		

植
民
地
期
台
湾
に
お
け
る
日
本
語
台
湾
方
言
に
関
す
る
研

究　

―
植
民
地
期
台
湾
と
現
代
台
湾
系
日
本
語
学
習
者
の

言
語
運
用
の
対
照
を
主
と
し
て
―

篠　

原　

治　

哉	
		

単
音
節
接
尾
辞
〈
コ
〉
な
ら
び
に
〈
ポ
〉
に
つ
い
て

杉　

浦　

楓　

太	
		

澁
澤
龍
彥
と
唐
十
郎
―
「
犬
狼
都
市
（
キ
ュ
ノ
ポ
リ
ス
）」

と
「
盲
導
犬
」「
唐
版
：
犬
狼
都
市
」
の
比
較
を
中
心
に

蘇　
　
　
　
　

暢	
		

林
語
堂<M

om
entinPeking>

と
日
本
語
訳
『
北
京
の

日
』
の
比
較
研
究

鄭　
　
　

成　

程	
		

日
中
二
次
元
文
化
か
ら
見
る
新
語
・
流
行
語
の
発
展

林　
　
　

直　

輝	
		

古
代
日
本
人
の
嗅
覚　

―
そ
の
感
性
と
表
現
の
展
開
―

　
中
国
学
専
攻

柳　

田　
　
　

賢	
	

李
滉　

退
溪
の
朱
子
学
理
解
―
図
説
が
果
た
し
た
役
割
―

成　
　
　

月　

璇	
	

「
本
朝
無
題
詩
」
に
お
け
る
白
楽
天
の
諷
喩
詩
の
受
容
に

つ
い
て

汪　
　
　

晨　

茜	
	

金
庸
小
説
に
お
け
る
女
性
観
の
変
遷
に
つ
い
て

大　

森　

幹　

太	
	

北
宋
士
大
夫
に
お
け
る
「
性
」
説
論
議
の
場
の
共
有
と
分

化
―
王
安
石
「
性
」
論
と
道
学
―

黄　
　
　

静　

茹	
	

『
聊
斎
志
異
』
の
恋
愛
物
語　

―
「
才
子
佳
人
小
説
」
の

系
譜
と
し
て
―

史　
　
　
　
　

磊	
	

中
国
古
典
籍
日
本
関
係
記
事
の
集
録
に
関
す
る
書
誌
学
的

考
察　

―
江
戸
時
代
を
中
心
に
―
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永　

田　

小　

絵	
	

中
国
宋
代
知
識
人
が
形
象
化
す
る
人
生
像　

―
朱
熹
『
小

学
』
を
て
が
か
り
に
―

山　

田　

幸　

奈	
	

張
衡
「
應
閒
」
の
典
故
表
現

卒
業
研
究

	

※
学
科
別
、
指
導
教
員
名
の
五
十
音
順

国
文
学

　
足
立
　
元
専
任
講
師

河　

内　

彩
友
美	

	

「
ア
イ
ド
ル
育
成
ゲ
ー
ム
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
と
未
来
ま
で

木　

村　

淳　

人	
	

富
野
由
悠
季
ア
ニ
メ
の
研
究

幸　

坂　

海　

斗	
	

日
本
と
海
外
に
お
け
る
サ
ー
フ
ィ
ン
文
化
の
違
い
、
サ
ー

フ
ィ
ン
は
人
々
の
心
の
薬
と
な
る
の
か

島　

地　
　
　

玲	
	

神
社
と
祭
り

二　

瓶　
　
　

舞	
	

メ
シ
ア
ン
音
楽
の
知
名
度
と
作
品
理
解
に
つ
い
て

磯　

部　

春　

香	
	

〈
論
文
〉
近
現
代
日
本
に
お
け
る
女
性
の
困
難　

―
売
買

春
・
貧
困
・
女
学
生
文
化
に
焦
点
を
当
て
て　

―
〈
創

作
〉
映
像
作
品
「
イ
ノ
セ
ン
ト
・
ブ
ル
ー
」

猪　

口　

友　

香	
	

神
話
と
創
作
物
の
関
係
性

柏　
　
　

沙　

織	
	

創
造
さ
れ
た
生
命
の
性
に
つ
い
て

熊　

谷　
　
　

彩	
	

文
章
か
ら
読
み
取
る
日
本
文
化
及
び
海
外
文
化
と
の
比
較

田　

崎　

実　

穂	
	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
創
作
物
に
お
け
る
ホ
ラ
ー
と
グ
ロ
テ
ス
ク

　
荒
井
　
裕
樹
准
教
授

野　

元　

瑞　

生	
	

図
書
館
体
系
（
創
作
）

赤　

城　

寧　

々	
	

エ
モ
い
に
対
す
る
認
識
の
分
類
と
今
後
に
つ
い
て
の
考
察

東　
　
　

蒼　

大	
	

宇
佐
見
り
ん
『
推
し
、
燃
ゆ
』
文
芸
評
論

荒　

井　

晶　

穂	
	

八
月
に
捧
ぐ
午
前
二
時
と
肝
臓
（
創
作
）

有　

田　

愛　

美	
	

大
前
粟
生
「
ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
ゃ
べ
る
人
は
や
さ
し
い
」

論　

〜
や
さ
し
い
の
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
〜

飯　

沼　

太　

一	
	

筒
井
康
隆
『
虚
人
た
ち
』
論

浦　

岡　
　

美
佳	

	

裸
の
ま
ん
じ
ゅ
う
（
創
作
）

塩　

原　

恭　

佑	
	

『「
ま
た
必
ず
会
お
う
」
と
誰
も
が
言
っ
た
。』
論

鈴　

木　

芽
依
海	

	

卒
業
制
作
『
桂
花
樹
』

渡　

辺　

菜
々
子	

	

七
月
生
ま
れ
の
桜
（
創
作
）

大　

谷　

美　

尋	
	

乙
一
の
野
望
と
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
拡
大

岡　
　
　

み
な
み	

	

唯
川
恵『
啼
か
な
い
鳥
は
空
に
溺
れ
る
』に
み
る
毒
母
と
娘

関　

谷　

春　

香	
	

三
国
美
千
子
「
い
か
れ
こ
ろ
」
に
お
け
る
結
婚
制
度　

〜

現
代
人
に
と
っ
て
結
婚
は
何
を
意
味
す
る
の
か
〜

二
階
堂　

千　

翼	
	

「
も
し
も
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
の
主
人
公
・
大
庭
葉
蔵

が
、『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』
を
読
ん
だ
ら
」

深　

澤　
　
　

慧	
	

小
説｢

誰
が
青
を
忘
れ
た
か｣

の
執
筆

森　

谷　

優　

香	
	

朝
井
リ
ョ
ウ
『
何
者
』
論　

―
登
場
人
物
の
「
怒
り
」
に

つ
い
て
―
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大
藏　

教
義
特
任
講
師

志　

村　

夏　

美 
 

幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
劇
界
の
発
展
と
変
遷

内　

藤　

康　

人 
 

狂
言
の
発
生　

～
影
響
と
将
来
～

長　

島　

風　

奈 
 

狂
言
と
私

中
ノ
瀬　

彩　

佳 
 

狂
言
と
歌
舞
伎
「
松
羽
目
物
」

守　

屋　

芽　

生 
 

能
楽
装
束
と
文
様
に
つ
い
て

小　

柳　

光　

瑠 
 

能
楽
初
心
者
ブ
ッ
ク

矢　

代　

稜　

椰 
 

女
性
役
に
つ
い
て

　

沖
森　

卓
也
教
授

阿
久
津　

実　

里 
 

『
古
事
記
』
の
成
立
と
受
容
変
化

佐
々
木　

純　

汰 
 

万
葉
集
に
お
け
る
生
き
物
の
描
か
れ
方

武　

田　

由　

夏 
 

神
の
死
の
変
遷

寺　

井　

あ
か
ね 

 

古
事
記
上
巻
に
お
け
る
世
界
観　

～
異
界
を
中
心
に
～

中　

野　

愛
梨
沙 

 

イ
ザ
ナ
ミ
の
〈
死
〉
～
何
故
イ
ザ
ナ
ミ
は“

神
避
る”

こ

と
に
な
っ
た
の
か
～

森　

田　

晃　

平 
 

『
古
事
記
』
三
種
の
神
器
の
在
り
方

安　

齋　

綺
良
々 

 

万
葉
集
と
詩
経
か
ら
比
較
す
る
感
情
表
現

大　

柴　

亜　

美 
 

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
か
ら
み
る
国
生
み
神
話

堀　

切　
　
　

舜 
 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
像
の
変
遷　

─
─
そ
の
限
界
と
可
能
性
に

関
す
る
一
考
察
─
─

山　

口　

美　

月 
 

ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
記
載
に
つ
い
て　

～
古
事
記
と
日

本
書
紀
を
比
較
し
て
～

行　

元　

立　

樹 
 

天
照
大
御
神
『
古
事
記
』

　

五
井　

信
教
授

武　

石　

大　

雅 
 

田
山
花
袋
『
蒲
団
』
に
お
け
る
近
現
代
の
情
勢
か
ら
み
る

読
者
論

松　

澤　

知　

也 
 

吉
里
吉
里
人　

―
「
性
」
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
越
え
て

稲　
　
　

友
利
絵 

 

故
郷
・
葛
飾
柴
又
の
舞
台
性　

―
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
を

め
ぐ
っ
て

宇　

野　

琴　

美 
 

瀧
井
孝
作
『
無
限
抱
擁
』
か
ら
見
る
遊
女
の
生
活

岡　

島　

桜　

子 
 

「
堕
ち
る
」
と
は
な
に
か

清　

田　
　
　

翔 
 

少
年
少
女
、
ゲ
イ
と
キ
ッ
チ
ン

塩　

澤　

優　

夏 
 

「
避
妊
」
の
表
現
と
「
新
し
い
男
と
女
」　

―
森
し
げ

『
波
瀾
』
を
中
心
に
―

荻　

原　

乃　

亜 
 

孤
独
と
愛
『
草
の
花
』

宮　

﨑　

雄　

誠 
 

「
父
殺
し
」
の
行
く
末

朝　

生　

成　

美 
 

『
焼
肉
ド
ラ
ゴ
ン
』
か
ら
見
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
性

石　

田　

紘
一
朗 

 

村
上
春
樹｢

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森｣

論

佐　

藤　

直　

輝 
 

そ
の
文
学
世
界
に
住
ま
う
神
　々

～
坂
口
安
吾
の
世
界
～

鈴　

木　
　
　

晴 
 

宮
沢
賢
治
の
小
説
を
め
ぐ
っ
て　

―
猫
と
賢
治
―

竹　

浪　

奈
歌
子 

 

『
砂
漠
』
論

角　

田　

千　

弘 
 

探
偵
小
説
に
お
け
る
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
と
恋
愛

福　

山　

優　

生 
 

ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
が
施
す
「
認
識
」
と
「
構
成
」
の
幻
魔
術
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芳
之
内　

優　

花 
 

芸
能
演
劇
か
ら
見
る
「
殺
陣
」
論

　

小
山　

聡
子
教
授

池　

田　

優　

女 
 

古
代
・
中
世
に
お
け
る
怪
異
と
し
て
の
彗
星

池　

田　

稜　

弥 
 

差
別
観
に
よ
り
嗤
う
者
と
嗤
わ
れ
る
者

今　

井　

佳　

菜 
 

仏
教
か
ら
み
る
女
性
と
蛇
の
関
係

蛯　

原　

菜
々
美 

 

平
安
時
代
に
お
け
る
葬
送
の
研
究

大　

内　

奈　

那 
 

古
代
・
中
世
に
お
け
る
夢
観
念
と
そ
の
変
容
―
仏
教
と
夢

大　

峡　
　
　

凜 
 

「
源
氏
物
語
」
六
条
御
息
所
論
―
六
条
御
息
所
の
「
源
氏

物
語
」
作
中
に
お
け
る
役
割
―

佐　

野　

義　

知 
 

日
本
に
お
け
る
葬
送　

古
代
・
中
古
を
中
心
に

酢　

崎　

未　

悠 
 

桃
の
呪
術
性
と
桃
太
郎　

―
呪
力
か
ら
食
用
へ
―

中　

田　

智　

貴 
 

相
撲
節
が
開
催
さ
れ
た
期
日
と
相
撲
人

益　

岡　

春　

和 
 

呪
術
的
に
使
用
さ
れ
た
弓
矢
に
つ
い
て
―
鳴
弦
は
穢
れ
を

祓
っ
た
の
か

渡　

辺　

航　

平 
 

中
世
に
お
け
る
天
狗
像
の
変
容
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て

桑　

原　

侑　

生 
 

土
蜘
蛛
像
の
成
立
の
変
容

根　

田　

京　

佳 
 

時
代
に
よ
り
変
遷
す
る
人
と
犬
の
関
係
性

下　

林　

千　

尋 
 

平
安
時
代
に
お
け
る
結
界
に
つ
い
て

関　

塚　

朝　

香 
 

陰
陽
道
の
式
神
に
つ
い
て

　

迫
田　

幸
栄
准
教
授

磯　

貝　

剛　

太 
 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
自
分
」
を
め
ぐ
っ
て　

―
一
人

称
代
名
詞
の
使
用
を
中
心
に
―

喜　

村　

美　

沙 
 

恩
恵
性
を
帯
び
る
「
く
れ
る
」
に
お
け
る
皮
肉
表
現
に
つ

い
て　

―
「
く
れ
る
」
と
「
も
ら
う
」
と
の
使
い
分
け
に

つ
い
て
も
加
味
し
て
―

佐　

藤　
　
　

海 
 

副
詞
用
法
と
感
動
詞
的
用
法
の
比
較　

―
副
詞
「
も
う
」

「
ち
ょ
っ
と
」「
ま
っ
た
く
」
を
対
象
に
―

諏　

訪　

拓　

己 
 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
大
丈
夫
」
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て　

―
若
者
こ
と
ば
を
中
心
に
―

中　

村　

千　

春 
 

文
末
表
現
「
～
と
思
う
」
に
つ
い
て　

―
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー

の
観
点
か
ら
―

長
谷
川　
　
　

凌 
 

日
本
語
に
お
け
る
感
情
形
容
詞
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て　

―
「
好
き（
な
）」「
嫌
い（
な
）」
を
中
心
に
―

二　

木　
　
　

潤 
 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
病
気
や
体
の
不
調
を
表
す
際
に
使

用
さ
れ
る
表
現
に
つ
い
て　

―
「
わ
ず
ら
う
」
と
「
か
か

る
」
を
中
心
に
―

柳　

田　

倖　

輝 
 

一
般
的
受
身
と
慣
用
的
受
身
の
性
質
の
違
い
に
つ
い
て　

―
「
つ
ら
れ
る
」「
う
た
れ
る
」「
か
ら
れ
る
」
を
中
心
に
―

米　

川　

優　

暢 
 

接
続
詞
「
か
ら
」
と
「
の
で
」
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て

 

―
複
文
の
分
析
を
中
心
に
―

　

塩
沢　

一
平
教
授

飯　

川　

拓　

海 
 

マ
カ
ロ
ニ
え
ん
ぴ
つ
の
歌
詞
分
析

後　

藤　

恒　

心 
 

新
海
誠
作
品
か
ら
見
る
万
葉
集
の
ア
ニ
メ
化
へ
の
可
能
性
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新　

塘　

裕　

菜 
 backnum

ber

の
恋
愛
観

妹　

尾　

光　

夏 
 

星
野
源
の
楽
曲
の
歌
詞
分
析

千　

葉　

有　

紗 
 

宇
多
田
ヒ
カ
ル
と
万
葉
集

飛　

嶋　

菜
々
子 

 Y
O

A
SO

BI

か
ら
考
え
る
若
者
を
魅
了
す
る
音
楽

中　

島　

綾　

香 
 

日
本
語
ラ
ッ
プ
の
歴
史

能　

勢　

美　

咲 
 

斎
藤
壮
馬
の
歌
詞
分
析
か
ら
「
そ
ま
み
」
を
引
き
出
す

小　

山　

皐　

介 
 

日
韓
で
の
音
楽
文
化
の
違
い　

～
両
国
の
ア
イ
ド
ル
か
ら

見
るK

-PO
P

の
発
展
～

福　

田　

汰　

成 
 

高
校
野
球
応
援
か
ら
み
る
「
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
流

行
」

舩　

山　

菜
々
子 

 

古
代
か
ら
伝
わ
る
藍
色

宮　

崎　

玲　

於 
 

現
在
ま
で
の
中
学
古
典
教
育
の
変
遷
と
、
現
行
の
中
学
古

典
教
育
の
問
題
に
関
す
る
考
察

山　

田　

千　

夏 
 

シ
ー
ン
別
に
見
る
古
代
食
と
そ
の
実
食

金　

田　

佳　

乃 
 

東
京
事
変
『
修
羅
場
』
の
存
在

白　

井　

茉　

弥 
 T

he Brow
 Beat

か
ら
見
るRyuji

の
死
生
観

津　

田　

彩　

花 
 Creepy N

uts

が
愛
さ
れ
る
理
由

宮　

下　

善　

大 
 

能
楽
と
健
康
能
楽

山　

内　

な
つ
み 
 J-PO

P

に
お
け
る
英
語
の
使
用
に
つ
い
て

山　

口　

未　

蘭 
 

万
葉
の
夢
歌
の
分
析
及
び
現
代
のJ-PO

P

と
の
比
較
か
ら

見
る
万
葉
人
と
夢

吉　

田　

清　

美 
 

化
粧
文
化
史
の
変
遷
を
た
ど
る　

―
誰
の
た
め
に
粧
う
の

か
―

　

塩
田　

今
日
子
教
授

木　

村　

桃　

乃 
 

『
소
설 

도
쿄
』
よ
り
최
저
가 

매
물
에 

주
의
하
세
요
の
日

本
語
訳

山　

﨑　
　
　

瞳 
 

나
는 

나
로 

살
기
로 

했
다
の
翻
訳

荒　

井　

瞳　

子 
 

『
단 

하
루
도 

너
를 

사
랑
하
지 

않
은 

날
이 

없
다
』

石　

栗　

乃　

彩 
 

韓
国
文
学
『
초
급 

한
국
어
』
翻
訳

佐　

藤　
　
　

栞 
 

韓
国
長
編
小
説
프
리
즘
の
日
本
語
翻
訳

村　

本　

愛　

海 
 

『
나
는 

내
가 

잘
됐
으
면 

좋
겠
다.

』
日
本
語
訳

田　

中　

麻　

衣 
 

애
쓰
지
않
고 

편
안
하
게 

の
翻
訳

丹　

羽　

麻　

夏 
 

그
렇
게 

말
해
줘
서 

고
마
워
「
そ
う
言
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
」

市　

川　

瑞　

姫 
 

너
와 

함
께
라
면 

흔
들
리
는 

순
간
조
차 

사
랑
이
겠
지
の

翻
訳

齋　

藤　

美
紗
樹 

 

エ
ッ
セ
イ
『
솔
직
히 

말
하
자
면,

괜
찮
지 

않
아
』
の
翻
訳

佐　

藤　

帆　

華 
 

平
凡
に
生
き
た
く
て
一
生
懸
命
生
き
て
い
る

千　

澤　

泰　

知 
 

「
사
막
에
서
는 

길
을 

묻
지 

마
라
」
の
翻
訳

秦　
　
　

日
向
子 

 

「
옆
집
의 

영
희
씨
」
翻
訳

石　

崎　

真　

帆 
 

「
어
린
이
라
는 

세
계
」　

翻
訳

石　

原　

桃　

子 
 

달
러
구
트 

꿈
백
화
점　

日
本
語
訳

伊　

藤　

久
瑠
美 

 

『
우
리
가 

글
을 

몰
랐
지 

인
생
을 

몰
랐
나
』
の
翻
訳

大　

迫　

萌
々
奈 

 

『
목
욕
탕
』
翻
訳

川　

野　

桃　

佳 
 

「
산
책
을 

듣
는 

시
간
」
翻
訳

小　

林　

桃　

夏 
 SEV

EN
T

EEN

の
楽
曲
の
歌
詞
翻
訳



―  135  ― ―  134  ―

小　

林　

幸　

枝 
 

천
선
란 

『
천 

개
의 

파
랑
』

林　
　
　

成　

美 
 

～
귀
문 

고
등
학
교 

미
스
터
리 

사
건 

일
지
～　

「
한 

발

의 

총
성
」　

～
鬼
門
高
等
学
校
ミ
ス
テ
リ
ー
事
件
日
誌

～　

「
一
発
の
銃
声
」

　

島
田　

泰
子
教
授

高　

橋　

和　

大 
 

カ
行
動
詞
に
み
る
カ
ス
型
動
詞

萩　

原　

美　

帆 
 

接
尾
辞
「
ぽ
い
」
に
つ
い
て

村　

田　
　
　

彩 
 

今
日
のT

w
itter

に
お
け
る
「
く
な
い
」
の
使
用
方
法
に

つ
い
て

市　

澤　

明
日
香 

 

「
鬼
」
の
副
詞
的
使
用
に
つ
い
て

岩　

佐　

初　

音 
 

「
映
え
る
」
の
今
日
的
受
容
に
つ
い
て

嶋　

村　

佳　

織 
 

「
非
動
詞
性
名
詞
」
と
「
で
き
る
」
に
つ
い
て

鈴　

木　

え
り
か 

 

畳
語
「
早
々
」
の
含
意
分
析

谷　

藤　

涼　

音 
 

類
義
語
〈
な
め
る
〉〈
ね
ぶ
る
〉
の
相
違
点

辻　

本　

万　

葉 
 

「
～
て
も
ら
う
」「
～
て
い
た
だ
く
」
文
の
用
法　

─
対

話
文
を
中
心
に
─

宮　

下　

夏　

実 
 

「
破
天
荒
」
の
語
義
に
つ
い
て

熊　

谷　

め
ぐ
み 
 

「
絶
対
～
そ
う
」
構
文
の
構
造
に
つ
い
て

佐　

藤　

美　

紀 
 

北
海
道
・
東
北
弁
の
「
～（
ラ
）
サ
ル
」
に
つ
い
て

但　

木　

琴　

恵 
 

女
性
ア
イ
ド
ル
の
楽
曲
に
お
け
る「
僕
」の
使
用
に
つ
い
て

東　

峰　

彩　

樹 
 

接
客
表
現
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
に
つ
い
て

藤　

井　

菜　

緒 
 

判
断
性
の
接
尾
語
「
く
さ
い
」「
ら
し
い
」
を
巡
っ
て

　

白
井　

雅
彦
特
任
講
師

岩　

井　

柚　

樹 
 

『
本
朝
桜
陰
比
事
』
研
究

笹　

島　

成　

美 
 

喜
多
川
歌
麿
の
謎
絵
と
寛
政
の
改
革
の
影
響

菅　

賀　

大　

司 
 

剣
豪
の
実
像
と
虚
像　

―
卜
伝
、
一
刀
斎
、
武
蔵
、
宗

矩
・
十
兵
衛
―

中　

島　

桃　

香 
 

安
政
五
年
コ
レ
ラ
流
行
事
情　

付
・『
安
政
午
秋
頃
痢
流

行
記
』　

緒
方
洪
庵
『
虎
狼
痢
治
準
』
翻
刻
と
訳
注

相　

澤　

菜　

央 
 

悪
役
と
し
て
の
崇
徳
天
皇　

―
『
雨
月
物
語
』「
白
峯
」

と
歌
舞
伎
『
貞
操
花
鳥
羽
恋
塚
』
を
中
心
に
―

鎌　

田　

杏　

香 
 

江
戸
四
宿
の
役
割
に
つ
い
て

渡　

部　

茉　

衣 
 

『
好
色
一
代
女
』
に
つ
い
て

　

五
月
女　

肇
志
教
授

山　

田　

萌　

恵 
 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
「
一
条
摂
政
歌
の
事
」
に
つ
い
て

伊　

藤　

和　

馬 
 

『
平
家
物
語
』
長
門
本
研
究

稲　

田　

千　

暁 
 

紀
貫
之　

―
和
歌
に
お
け
る
花
の
役
割
―

馬
屋
原　

大　

和 
 

覚
一
本
「
平
家
物
語
」
に
お
け
る
建
礼
門
院
像

大　

塚　

麗　

美 
 

『
古
今
和
歌
集
』
と
『
高
野
切
』

小
笠
原　

夢　

菜 
 

学
校
教
育
に
古
典
を
取
り
入
れ
る
意
義
と
可
能
性
―
『
徒

然
草
』
を
中
心
に
―

金　

澤　

凪　

紗 
 

紀
貫
之
論

河　

野　

真
優
子 

 

素
性
の
和
歌
は
現
代
人
の
心
に
も
響
く
の
か

佐　

藤　

潤　

弥 
 

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
人
麻
呂
の
死　

～
鴨
山
五
首
を
見
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て
～

篠　

原　

大　

成 
 

蝉
丸
と
は

神　

保　

友　

香 
 

小
野
小
町
研
究

田　

嶋　
　
　

雅 
 

西
行
研
究

辻　

井　

七　

海 
 

結
婚
、
恋
愛
、
生
殖
の
過
去
と
現
在　

～
源
氏
物
語
の
世

界
を
中
心
に
し
て
～

手　

塚　

和　

女 
 

定
家
本
「
若
紫
」
と
大
島
本
「
若
紫
」
の
比
較
研
究

林　
　
　

拓　

哉 
 

崇
徳
院
の
人
物
像

宮　

本　

千　

穂 
 

『
百
人
一
首
』
と
『
百
人
秀
歌
』
の
比
較

山　

口　
　
　

遥 
 

百
人
一
首
論

吉　

田　

祐　

介 
 

西
行
法
師
の
誕
生　

～
出
家
と
そ
の
理
由
～

吉　

村　

幸　

音 
 

『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
恋
愛
の
「
別
れ
」

出　

町　

愛　

実 
 

赤
染
衛
門
の
良
妻
賢
母
像

平　

田　

ひ
か
り 

 

伊
勢
の
和
歌
表
現
か
ら
見
る
恋
情
と
景
色
の
繋
が
り

　

瀧
田　

浩
教
授�

岡　

村　

拓　

馬 
 

夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女　

―
固
有
名
詞
か
ら
み
る
御
都
合

主
義
な
物
語
―

須　

田　

智　

大 
 

三
遊
亭
小
円
太
「
芝
浜
の
皮
財
布
」
論　

―
―
人
情
噺
と

し
て
の
構
造
―
―

田　

中　

真　

生 
 

里
見
弴
「
か
ね
」
論　
―
―
他
吉
が
「
生
き
た
」
こ
と
―
―

弘　

中　

智　

恵 
 

江
戸
川
乱
歩
「
石
榴
」
論 

―
読
者
が
騙
さ
れ
る
構
造
―

金　

丸　

貴　

一 
 

別
役
実
「
愛
の
サ
ー
カ
ス
」
論　

―
世
界
に
立
ち
向
か
う

姿
―

工　

藤　

聖　

夜 
 

村
田
沙
耶
香｢

孵
化｣

研
究　

―
―
分
節
化
の
語
り
を
め

ぐ
っ
て
―
―

篠　

田　

一　

真 
 

芥
川
龍
之
介
「
青
年
と
死
と
」
論　
　

―
Ａ
の
思
想
の
変

化
と
目
的
―

田　

中　

桃　

佳 
 

武
者
小
路
実
篤
「
世
間
知
ら
ず
」
論
―
作
者
の
滲
出
を
思

わ
せ
る
語
り
の
技
巧
―

堀　

越　

美　

里 
 

光
用
千
春『
コ
ス
モ
ス
』論　

―
物
語
の
主
題
を
巡
っ
て
―

渡　

邉　

瑛　

斗 
 

村
上
春
樹
『
納
屋
を
焼
く
』
論　

―
三
人
の
出
会
い
、
一

人
の
狙
い
―

髙　

橋　

美
瑞
希 

 

島
尾
敏
雄
『
家
の
中
』
論　

─
語
り
手
が
示
す
も
の
─

新　

免　

茂　

樹 
 

坪
田
信
貴
『
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が
１
年
で
偏
差
値
を
40

上
げ
て
慶
應
大
学
に
現
役
合
格
し
た
話
』
論　

―
―
〈
鼓

舞
〉
す
る
語
り
の
構
造
―
―

　

中
川　

桂
教
授

篠　

﨑　

紀　

子 
 

江
戸
の
異
性
装　

―
芸
能
の
影
響
―

髙　

橋　

若　

葉 
 

大
豆
製
発
酵
食
品
か
ら
考
え
る
江
戸
時
代
の
健
康
食

山　

田　

涼　

輔 
 

江
戸
時
代
に
お
け
る
娯
楽
と
し
て
の
妖
怪
文
化
に
つ
い
て

阿　

部　

菜　

摘 
 

江
戸
の
大
衆
芸
能
と
町
人

勝　

又　

菜
々
子 

 

江
戸
時
代
の
お
菓
子

鮭　

川　

幸
太
郎 

 

江
戸
の
世
話
狂
言
と
狂
言
作
者
に
つ
い
て

平　

野　

果　

鈴 
 

江
戸
の
湯
治
文
化
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長
島　

弘
明
特
別
招
聘
教
授

岡　

田　

新　

美 
 

西
鶴
作
品
に
見
る
夫
婦
と
家
族

　

中
所　

宜
夫
特
任
教
授

大　

辻　

朗　

広 
 

仕
舞
「
難
波
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

金　

塚　

永　

愛 
 

仕
舞
「
菊
慈
童
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

小　

泉　
　
　

舞 
 

仕
舞
「
春
日
龍
神
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

畠　

中　

美　

優 
 

仕
舞
「
屋
島
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

平　

野　

雄　

大 
 

人
に
非
ざ
る
者
を
演
じ
る
時
、
そ
の
心
は
人
か
物
の
怪
か

室　
　
　

那　

実 
 

仕
舞
「
田
村
キ
リ
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

伊　

藤　

菜
都
美 

 

仕
舞
「
蝉
丸
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

鈴　

木　

七　

海 
 

仕
舞
「
清
経 

キ
リ
」
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

田　

中　

柚　

早 
 

仕
舞
『
班
女
舞
ア
ト
』
と
能
「
葵
上
」
の
解
説

　

中
谷　

い
ず
み
准
教
授

笠　

原　

夢　

叶 
 

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
を
ど
の
よ
う
に
し
て
授
業
展
開

し
て
い
く
か　

～
語
り
手
に
対
す
る
読
解
の
深
ま
り
と
心

情
の
変
化
～

菊　

地　

未　

紗 
 

宝
塚
歌
劇
団
の
歴
史
と
作
品
分
析

黒　

澤　

柚　

葉 
 

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
か
ら
考
察

す
る
女
性
の
あ
り
方　

―
イ
ラ
イ
ザ
が
示
唆
す
る
女
性
の

可
能
性
に
つ
い
て
―

坂　

口　

那　

奈 
 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
化　

～
プ
リ
ン
セ
ス
物
語
が
人
々
に

与
え
る
影
響
～

篠　

田　

辰　

海 
 

伊
坂
幸
太
郎
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー
』
論

鈴　

木　

雄　

大 
 

『
ワ
イ
ル
ド
ス
ピ
ー
ド
』
シ
リ
ー
ズ
の
成
功
の
要
因

中　

村　

優　

花 
 

『
推
定
少
女
』
に
お
け
る
少
女
に
つ
い
て

成　

田　

美　

月 
 

恩
田
陸
「
蛇
行
す
る
川
の
ほ
と
り
」
に
お
け
る
少
女
時
代

の
あ
り
方
と
70
年
代
少
女
漫
画
と
の
関
連
性

藤　

本　

恵　

伍 
 

『SP
ID

E
R

‐M
A

N

』『A
M

IZ
IN

G
 SP

ID
E

R

‐

M
A

N

』
に
お
け
る
作
品
分
析　

─
─
字
幕
と
吹
き
替
え

の
違
い
を
中
心
に

松　

永　

紗　

英 
 

「
春
琴
抄
」
を
中
心
に
考
え
る
谷
崎
作
品
の
女
性
が
支
配

さ
れ
て
い
る
と
い
う
可
能
性

山　

縣　

柚　

香 
 

三
島
由
紀
夫 

「
橋
づ
く
し
」

山　

口　

佳　

月 
 

『
万
引
き
家
族
』
に
描
か
れ
る
家
族
の
表
象

山　

下　

和　

馬 
 

「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
」
か
ら
見
る
人
種
差
別

山　

本　

美　

果 
 

夏
目
漱
石
「
こ
こ
ろ
」

吉　

田　

華　

衣 
 

川
端
康
成
『
眠
れ
る
美
女
』
に
お
け
る
川
端
康
成
の
女
性

観
、
女
性
の
「
幼
さ
」
へ
の
川
端
康
成
の
執
着
に
つ
い
て

鷹　

野　

朝　

葉 
 

「
羊
た
ち
の
沈
黙
」
に
お
け
る
羊
と
虐
待
に
つ
い
て

田　

口　

侑　

茉 
 

児
童
文
学
の
持
つ
影
響
力

堀　

尾　

優　

花 
 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「REN

T

」
に
お
け
る

LGBT

目　

黒　

優　

希 
 

『
三
四
郎
』
美
禰
子
か
ら
考
え
る
漱
石
的
「
新
し
い
女
」
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の
ヒ
ロ
イ
ン
に
つ
い
て

　

林　

英
一
専
任
講
師

本　

間　

郁　

海 
 

日
本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ 
―
国
策
誌
『
写
真
週
報
』
を
用
い
て
―

草　

間　
　
　

麗 
 

雑
誌
『
日
本
語
』
が
明
ら
か
に
し
た
日
本
語
教
育
の
実
態　

―
戦
前
の
国
語
教
育
と
日
本
語
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
―

　

林　

謙
太
郎
教
授

田　

波　
　
　

杏 
 

音
が
入
れ
か
わ
る
言
い
間
違
い
に
つ
い
て

石　

村　

明
日
香 

 2021

年
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
本
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
つ
い
て

伊　

藤　

瑠　

南 
 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
お
け
る
大
衆
の
受
容

と
女
性
に
関
す
る
問
題
的
側
面
に
つ
い
て

大
須
賀　

千　

絵 
 

日
本
語
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

―
日
本
語
や
英
語
に
お
け
る
こ

と
ば
の
性
差
と
そ
の
歴
史
―

木　

川　

将　

吾 
 

「U
ndertale

」
に
お
け
る
戦
闘
コ
マ
ン
ド
の
ひ
と
つ

「M
ERCY

」
の
日
本
語
訳
が
「
み
の
が
す
」
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
考
察

栗　

沢　

萌　

加 
 

ベ
ト
ナ
ム
語
母
語
話
者
の
日
本
語
学
習
に
お
け
る
困
難
点

関　

場　

理　

紗 
 

マ
ン
ガ
翻
訳　

―
手
書
き
文
字
に
着
目
し
た
差

野　

口　

亜
梨
沙 

 

葛
西
善
蔵
「
遊
動
円
木
」
浪
子
夫
人
の
呼
称
に
つ
い
て

濵　

田　

菜
々
子 

 

『
星
の
王
子
さ
ま
』
に
お
け
る
想
定
読
者
の
違
い
に
よ
る

日
本
語
翻
訳
の
差
異

本　

間　

典　

穂 
 

形
容
詞
「
か
わ
い
い
」
の
研
究

森　

口　
　
　

凪 
 

含
意
の
発
生
条
件

和　

田　

剛　

毅 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
お
け
る
男
女
の
恋
愛

実
態

大
久
保　

優　

衣 
 

配
慮
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

大　

場　

統
希
光 

 

『
ガ
ン
ダ
ム　

Ｇ
の
レ
コ
ン
ギ
ス
タ
』
論

菊　

池　

真　

子 
 

第
四
次
韓
流
ブ
ー
ム
到
来
、
韓
国
ド
ラ
マ
の
魅
力
と
は

佐　

藤　

爽
太
郎 

 

米
国
の
鉄
道
が
発
達
し
な
か
っ
た
理
由　

―
求
め
ら
れ
る

輸
送
体
系
―

竹　

倉　

日　

奈 
 

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
楽
曲
歌
詞
分
析　

～
初
期
か
ら
現
在
ま

で
の
変
化
～

馬　

場　

杏　

奈 
 

「
思
い
や
り
」
の
意
味
分
析　

―
日
本
人
的
価
値
観
の
観

点
か
ら
―

渡　

邊　

瑞　

季 
 

「
す
ご
く
」
を
意
味
す
る
副
詞
の
変
化

　

原　

由
来
恵
教
授

足
利
谷　
　
　

凌 
 

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
伝
統
」
と
「
文
化
」
に
つ
い

て

安　

部　

修　

斗 
 

万
葉
集
、
方
言
か
ら
見
る
愛
情
表
現

奥　

中　

志　

音 
 

清
少
納
言
と
紫
式
部
の
違
い　

～
そ
れ
ぞ
れ
の
充
足
・
非

充
足
の
美
に
た
く
さ
れ
た
も
の
～

小　

松　

紫　

羅 
 

『
枕
草
子
』
か
ら
読
み
解
く
中
宮
定
子
～
中
宮
定
子
の
人
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物
像
～

近　

藤　

紀　

佳 
 

藤
原
道
雅　

～
荒
三
位
と
呼
ば
れ
た
男
～

佐　

藤　

朱　

音 
 

平
安
女
性
の
生
き
方　

―
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
―

佐　

藤　

瑞　

紀 
 

『
源
氏
物
語
』
理
想
化
さ
れ
る
「
紫
の
ゆ
か
り
」　

～
桐

壺
更
衣
へ
の
思
慕
の
側
面
か
ら
～

佐　

野　

愛　

梨 
 

藤
原
道
綱
母
の
贈
答
歌
に
託
し
た
思
い

椎　

津　

春　

紀 
 

学
校
教
育
に
お
け
る
伊
勢
物
語

諏　

訪　

開　

飛 
 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
脇
役　

惟
光
の
特
異
性

藤　

井　

愛　

莉 
 

『
源
氏
物
語
』
拒
む
女
の
心
理　

～
光
源
氏
と
空
蝉
の
心

境
～

松　

永　
　
　

澪 
 

教
材
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』　

～
「
初
冠
」「
東
下
り
」

に
見
る
可
能
性
～

森　

川　

未　

悠 
 

「
浦
島
太
郎
」
と
他
文
学
作
品
の
関
連
性

吉　

川　

玲　

奈 
 

『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
の
人
物
像　

―
光
源
氏
と
の

関
係
性
か
ら
考
察
―

石　

川　

結　

衣 
 

藤
原
定
子
の
〈
未
練
〉
―
中
宮
と
皇
后
に
な
っ
た
女
性
―

西　

渕　
　
　

輝 
 

春
の
あ
け
ぼ
の
に
浮
か
ぶ
真
実

横　

田　

萌　

那 
 ｢

恋｣

の
で
き
な
い
女
性
た
ち

吉　

村　

理
紗
子 
 

皇
后
定
子
の
文
学
史
へ
の
影
響　

―
中
古
文
学
史
と
い
う

視
座
―

笹　

川　

舜　

也 
 

『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
巻
に
お
け
る
「
な
に
が
し
の

院
」
の
機
能

　

増
田　

裕
美
子
教
授

藤　

生　

梨　

央 
 

金
銭
の
も
た
ら
す
縁
の
執
着
に
つ
い
て
／『
道
草
』

畑　

中　

想　

世 
 

名
前
の
無
い
猫　

―
吾
輩
の
求
め
た
名
前
と
は
何
か
―

伊　

勢　

千　

智 
 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
に
表
れ
る
欧
米
文
化
の
受
容
に
つ

い
て

菊　

池　

梨　

緒 
 

『
虞
美
人
草
』
に
お
け
る
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
受
容
と
悲

劇
に
つ
い
て

栗　

原　

和　

花 
 

物
語
中
に
み
ら
れ
る
鏡
の
存
在

　

松
浦　

史
子
准
教
授

田　

中　

美
紗
樹 

 

越
劇
と
宝
塚
歌
劇
の
比
較　

―
そ
の
歴
史
と
、
ふ
た
つ
の

文
化
が
担
う
役
割
を
中
心
に
―

御
園
生　
　
　

岬 
 

中
国
サ
ッ
カ
ー
に
関
す
る
研
究　

―
サ
ッ
カ
ー
文
化
の
発

展
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
―

上　

杉　

万　

葉 
 

『
覇
王
別
姫
』
に
つ
い
て　

―
中
国
近
代
の
歴
史
・
思
想

と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―

山　

﨑　

瑠　

莉 
 

九
尾
狐
の
伝
来
と
イ
メ
ー
ジ
変
化

　

森
野　

崇
教
授

大　

森　

悠　

暉 
 

接
尾
語
「
み
」
の
用
法
拡
張
に
関
す
る
研
究　

―
「
つ
ら

み
」
や
「
モ
フ
み
」
を
め
ぐ
っ
て
―

郷　

司　

恭　

平 
 

「
適
当
」
の
意
味
の
変
遷　

―
近
現
代
文
学
を
対
象
に
―

井　

田　
　
　

優 
 

商
品
名
に
お
け
る
濁
音
、
半
濁
音
の
効
果
に
つ
い
て
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大　

森　

仁　

子 
 

女
性
の
言
葉
遣
い
に
つ
い
て

木　

本　

有
輝
人 

 

若
者
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て

越　
　
　

愛　

瑛 
 

ジ
ブ
リ
映
画
に
お
け
る
呼
称
に
つ
い
て

佐
々
木　

紀　

充 
 

少
年
漫
画
に
お
け
る
技
名
の
効
果
に
つ
い
て

前　

原　

花　

奏 
 

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

～
性
別
・
母
国
語
の
違

い
に
よ
る
特
徴
～

山　

下　

拓　

都 
 

映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
か
ら
紐
解
く
現
代
日
本
人
の
興

味
・
関
心
の
惹
き
方

山　

本　

香
菜
子 

 

魚
沼
方
言
に
つ
い
て

岩　

舩　

愛　

実 
 

少
女
マ
ン
ガ
の
言
葉
遣
い
の
変
化

大　

野　

莉　

央 
 

若
者
言
葉
「
や
ば
い
」
に
つ
い
て

小　

林　

美
紗
都 

 

ゲ
ー
ム
の
一
人
称
か
ら
考
え
る
「
私
」

山　

嵜　

紗　

弥 
 

助
詞
「
た
り
」
に
つ
い
て

松　

本　

竜　

弥 
 

言
葉
の
意
味
変
化
を
め
ぐ
る
研
究　

～
「
煮
詰
ま
る
」

「
役
不
足
」「
確
信
犯
」
の
場
合
～

　

山
口　

直
孝
教
授

小
久
保　

駿
太
郎 

 

『
神
聖
喜
劇
』
解
釈
の
前
提
と
し
て
の
国
体
論
と
治
安
維

持
法　

―
観
念
的
死
と
実
践
的
新
生

木　

村　

洸　

之 
 

『
復
興
期
の
精
神
』
論　

―
花
田
清
輝
に
と
っ
て
の
ル

ネ
サ
ン
ス
を
考
え
る

―

塚　

本　
　
　

大 
 

大
江
健
三
郎
「
不
意
の
啞
」
論　

―
初
期
短
編
に
お
け
る

「
孤
独
」
と
「
暴
力
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
―

槇　
　
　

晃　

暉 
 

『
虐
殺
器
官
』
の
世
界
観

村　

松　
　
　

和 
 

小
栗
虫
太
郎
「
黒
死
館
殺
人
事
件
」　

―
―
そ
の
衒
学
趣

味
と
探
偵
の
姿
―
―

諸　

星　

夏　

海 
 

江
戸
川
乱
歩
『
黒
蜥
蜴
』
論　

―
―
女
賊
黒
蜥
蜴
の
「
ゆ

め
」

安　

井　

正　

聡 
 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ホ
ラ
ー
と
し
て
の
恒
川
光
太
郎
『
夜
市
』　

―
―
「
懐
か
し
さ
」
の
源
泉
と
そ
の
影
響
圏

石　

野　

真　

愛 
 

『
破
戒
』
論　

―
被
差
別
部
落
文
学
と
し
て
の
達
成
と
限

界

木　

村　

陽　

菜 
 

志
賀
直
哉｢

范
の
犯
罪｣

論　

─
─
現
実
に
即
し
た
心
理
描

写
の
読
み

田　

村　

有　

理 
 

東
野
圭
吾
『
真
夏
の
方
程
式
』
の
多
面
性　

―
―
探
偵
小

説
・
家
族
・
未
成
年
犯
罪

中　

村　

純　

菫 
 

江
戸
川
乱
歩
『
明
智
小
五
郎
事
件
簿
』
考　

―
―
乱
歩
の

探
偵
小
説
の
世
界

府　

川　

友　

香 
 

国
木
田
独
歩
『
春
の
鳥
』
論　

―
―
「
私
」
が
語
る
「
自

然
の
児
」

松　

本　

創　

太 
 

三
島
由
紀
夫
『
絹
と
明
察
』
論　

─
─
「
帰
郷
」
の
行 

方
─
─

小
谷
野　
　
　

岳 
 

夢
野
久
作
論　

─
「
狂
気
」
と
「
正
常
」
の
狭
間
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中
国
文
学

　

市
來　

津
由
彦
特
別
招
聘
教
授

鴻　

池　

は　

な 
 

論
語
と
朱
子
学
の
「
孔
子
」　

―
顔
回
、
子
貢
の
像
―

田　

中　

克　

侑 
 

弓
術
か
ら
弓
道
へ　

―
弓
道
に
お
け
る
禅
的
思
考
を
中
心

に
―

田
野
倉　

大　

志 
 

朱
熹
の
学
問
観
・
人
間
観　

―
大
学
章
句
を
中
心
と
し 

て
―

中　

坪　

瑛　

葉 
 

戦
後
の
日
本
文
学
と
魯
迅
の
文
学
活
動

市　

木　

櫻　

子 
 

横
井
小
楠
の
公
の
思
想
と
元
田
永
孚
の
開
国
論

　

伊
藤　

晋
太
郎
教
授

遠　

藤　

悠　

希 
 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
呂
布
の
忠
と
孝
に
つ
い
て

西　

村　

真　

輝 
 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
劉
備
描
写
の
不
安
定
性
に
つ

い
て

　

王　

宝
平
教
授

熊　

谷　

優　

希 
 

日
本
妖
怪
か
ら
見
る
中
国
の
影
響

圷　
　
　

遊　

月 
 

日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
小
説
に
つ
い
て
―
中
国
の
オ
ン
ラ
イ

ン
小
説
の
紹
介
を
兼
ね
て
―

黒　

川　

真　

央 
 

旗
袍
の
変
遷
及
び
日
中
の
服
飾
の
交
流

黒　

須　

玲　

於 
 

一
九
六
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
認
識
～
『
中

国
菜
』
か
ら
の
考
察
～

髙　

木　

悠　

介 
 

『
三
国
志
演
義
』、
現
代
を
生
き
る　

～
『
蒼
天
航
路
』、

『
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
』
を
中
心
に
～

高　

橋　

一　

輝 
 

日
中
天
台
宗
文
化
の
交
流
に
つ
い
て

永　

峯　

優　

太 
 

日
本
に
お
け
る
秦
の
始
皇
帝
に
つ
い
て

林　
　
　

憧　

哉 
 

日
本
酒
に
お
け
る
中
国
古
典

松　

澤　

志　

保 
 

中
国
の
モ
バ
イ
ル
ゲ
ー
ム
産
業
と
、
日
本
へ
の
進
出

　

小
方　

伴
子
教
授

北　

出　

き
ら
ら 

 

万
特
特
編
『
这
世
界
很
烦
但
你
要
很
可
爱
』
の
翻
訳

花　

安　

紗　

暉 
 

林
語
堂
「
孔
子
在
雨
中
歌
唱
」
等
の
翻
訳

平　

澤　

美　

和 
 

曹
文
轩
「
海
里
的
船
」
の
翻
訳

芦　

刈　

優　

亜 
 

阿
来
『
三
只
虫
草
』
の
翻
訳

坂　

本　

侑　

生 
 

『
干
禄
字
書
』
の
通
字
・
俗
字
と
異
体
字
に
つ
い
て

原　

口　

貴　

行 
 

鬼
求
代
の
研
究　

―
日
中
の｢

縊
鬼｣

の
比
較
を
中
心
に
―

柾　

谷　

成　

海 
 

薛
舒
「
相
遇
」
の
翻
訳

松　

田　

か　

な 
 

曹
文
轩
『
蝙
蝠
香
』
の
翻
訳

安　

松　

里　

菜 
 

张
鲁
镭
「
风
筝
」
の
翻
訳

山　

田　

咲　

季 
 

淮
上
『
破
云
』
の
翻
訳

　

髙
澤　

浩
一
教
授

北　

井　

蒼　

空 
 

鍾
繇
に
つ
い
て

小　

林　

加　

奈 
 

米
芾
に
つ
い
て

齊　

藤　

ま
ど
か 

 
龍
門
造
像
記
に
つ
い
て
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鈴　

木　

千　

尋 
 

聖
武
天
皇
に
つ
い
て

高　

橋　

亜
寿
美 

 

張
瑞
図
に
つ
い
て

外　

側　

紗　

理 
 

『
鄧
石
如
』
に
つ
い
て

野　

村　

奈　

々 
 

隷
書
「
曹
全
碑
」
に
つ
い
て

原　
　
　

向
日
葵 

 
王
鐸
に
つ
い
て

藤　

田　

有　

沙 
 

懐
素
に
つ
い
て

藤　

田　

美　

裕 
 

蘭
亭
序
に
つ
い
て

松　

田　

安　

慈 
 

『
小
野
鵞
堂
』
に
つ
い
て

　

髙
橋　

佑
太
非
常
勤
講
師

足　

立　

み
ん
と 

 

楊
峴
の
書
法
の
変
遷　

～
五
十
代
後
半
か
ら
晩
年
ま
で
～

冨　

岡　

彩　

夏 
 

甲
骨
文
と
金
文
か
ら
み
る
象
形
文
字
の
成
り
立
ち　

―

十
二
支
の
象
形
文
字
を
例
に
―

長
谷
川　

翔　

梧 
 

趙
孟
頫
の
題
字
篆
書
に
つ
い
て

三
代
川　

雄　

哉 
 

金
農
の
書
作
品
に
お
け
る
点
画
の
省
略
に
つ
い
て

梅　

坂　

い
く
み 

 

時
代
の
変
化
が
北
魏
の
書
に
与
え
た
影
響

佐　

藤　

可　

愛 
 

呉
昌
碩
の
筆
法　

―
石
鼓
文
の
臨
書
の
推
移
か
ら
―

須　

藤　

陽　

恵 
 

毛
公
鼎
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
文
字
に
つ
い
て
の
考
察

　

田
中　

正
樹
教
授

吉　

原　

千　

晶 
 

魯
迅
の
抱
え
る
寂
寞
と
「
狂
人
日
記
」
が
生
ま
れ
る
に
至

る
ま
で

清　

水　

玲　

奈 
 

『
三
国
志
演
義
』
の
虚
実
と
映
画
「
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
」
へ

の
影
響　

～
赤
壁
の
戦
い
を
中
心
に
～

中　

嶌　

郁　

実 
 

新
一
万
円
札
か
ら
見
る
日
本
の
こ
れ
か
ら

堀　

江　

良　

雅 
 

太
極
拳
の
多
様
な
可
能
性

矢
ヶ
部　

壮　

流 
 

宋
代
の
茶
文
化
と
中
世
日
本
の
茶
道
の
比
較
研
究

　

永
井　

鉄
郎
特
任
教
授

荒　

木　

寛　

人 
 

『
在
日
本
・
风
物
志
』
の
翻
訳　

～
副
論
文
「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
」
～

田　

中　

優　

奈 
 

『
知
日
56　

便
利
店
全
解
读
』
の
翻
訳　

～
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
と
今
後
の
展 

開
～

村　

田　
　
　

萌 
 

『
知
日　

日
本
制
造
力
！ M

ade in Japan

』
の
翻
訳　

～
中
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
モ
ノ
～

荒　

野　

文　

花 
 

『
知
日 

和
制
汉
语
』
の
翻
訳　

～
中
国
人
母
語
話
者
の

和
製
漢
語
に
対
す
る
意
味
推
測
～

猪　

瀬　

香　

織 
 

中
国
語
と
日
本
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
比
較

藤　

倉　

湧　

生 
 

中
国
の
食
品
販
売
に
関
す
る
書
籍
の
翻
訳

小　

瀧　
　
　

満 
 

『
知
日　

日
本
製
造
力
！
』
の
翻
訳

中　

村　

光　

希 
 

「
中
國
和
日
本
：
一
五
〇
〇
年
交
流
史
」
の
翻
訳 

 

副
論
文
：
中
国
人
か
ら
見
た
日
本
人
に
つ
い
て

　

福
島　

一
浩
特
別
招
聘
教
授

安　

齋　

綾　

夏 
 

卒
業
制
作
：
臨
「
継
色
紙
」、
副
論
文
：
継
色
紙
に
お
け
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る
美
的
効
果

石　

見　

仁
唯
奈 

 

高
野
切
第
一
、
二
、
三
種
に
お
け
る
書
風
の
相
違

片　

野　

百　

恵 
 

制
作
「
臨　

高
野
切
第
一
種
」　

副
論
文
「
藤
原
佐
理
の

書
と
人
柄
」

河　

端　

悠　

菜 
 

藤
原
行
成
の
生
涯
と
書
へ
の
ま
な
ざ
し

北　

畠　
　
　

楓 
 

仮
名
の
発
展
に
関
わ
る
古
筆
の
比
較

柴　

田　

ひ
よ
り 

 

色
紙
型
の
古
筆
に
お
け
る
面
構
成
の
工
夫

関　
　
　

思　

葉 
 

俳
句
に
お
け
る
感
情
描
写
と
本
阿
弥
切
に
お
け
る
感
情
表

現

船　

越　
　
　

愛 
 

関
戸
本
古
今
集
に
お
け
る
文
字
群
と
行
の
美

山　

田　

裕　

愛 
 

制
作
「
臨　

中
務
集
」、
副
論
文
「
西
行
の
人
と
書
に
つ

い
て
」

稲　

木　

夏　

海 
 

寸
松
庵
色
紙
、
副
論
文:

空
海
の
生
涯
と
書

倉　

見　

陽
和
多 

 

か
な
古
筆
に
現
れ
た
貫
之
の
歌
と
か
な
美
に
つ
い
て

小　

山　
　
　

優 
 

良
寛
の
書

竹　

下　

結　

菜 
 

制
作｢

臨　

関
戸
本
古
今
集
と
短
歌/

創
作｣/
副
論
文｢

斎

藤
茂
吉
の
生
命
感
の
躍
動
と
書｣

平　

田　

未　

柚 
 

制
作
「
臨　

寸
松
庵
色
紙　

創
作　

与
謝
野
晶
子
よ
り
歌

三
種
」、
副
論
文
「
与
謝
野
晶
子
の
歌
三
首
と
寸
松
庵
色

紙
に
よ
る
書
表
現
」

　

牧
角　

悦
子
教
授

儀　

間　

あ
み
か 

 

曹
操
の
楽
府　

「
新
」
の
所
以

高　

橋　

ひ
か
り 

 

中
国
神
話
の
形
成　

―
―
人
は
な
ぜ
神
話
を
必
要
と
す
る

の
か
―
―

元　

木　

い
つ
み 

 

日
中
に
お
け
る
『
紅
楼
夢
』
受
容

　

町　

泉
寿
郎
教
授

大　

倉　

憲　

吾 
 

近
藤
勇
が
史
跡
と
風
説
留
に
語
り
継
が
れ
る
理
由

江　

川　

詩　

織 
 

堀
直
虎
を
祀
る
こ
と
で
須
坂
市
を
支
え
て
き
た
奥
田
神
社

に
つ
い
て

江　

口　

万　

喜 
 

渋
沢
栄
一
か
らSD

Gs

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
学

べ
る
か

片　

桐　

悠　

介 
 

持
続
可
能
社
会
に
向
け
た
渋
沢
栄
一
の
論
語
解
釈

加　

藤　

萌　

花 
 

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
有
用
性
、
使
用
意
義

菅　

野　

貴　

仁 
 

「
教
育
者
と
し
て
の
佐
藤
一
斎
」　

～
令
和
時
代
の
教
育

に
通
ず
る
も
の
～

関　

澤　

凱　

友 
 

有
職
故
実
の
学
問
の
復
生

中　

川　

琴　

乃 
 

富
士
谷
御
杖
の
「
言
霊
」
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て

二
梃
木　

弥　

由 
 

日
本
漢
学
の
視
点
か
ら
見
る
茶
道
の
近
代
化

　

郎　

潔
非
常
勤
講
師

阿　

部　

絵
美
理 

 

「
こ
ち
ら
ゆ
か
い
な
窓
ふ
き
会
社
」
の
翻
訳
、
ロ
ア
ル

ド
・
ダ
ー
ル
と
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク
の
作
品
に
つ

い
て
翻
訳
を
し
た
際
に
改
め
て
気
づ
い
た
中
国
語
文
法
の

特
徴
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井　

川　

和　

海 
 

踏
雪
之
访
（
他
一
篇
）

櫻　

井　

喜　

弥 
 2019

中
国
年
度
小
小
说
『
一
个
老
百
姓
』『
臭
弹
』『
春
风

路
74
号
』『
茶
碗
』『
稻
草
』『
原
谅
』

島　

崎　

華　

澄 
 

陳
信
傑
『
柴
猫
、
夢
的
浮
艇
與
徳
魯
伊
』
所
収
「
故
事
開

始
」、「
柴
猫
、
夢
的
浮
艇
與
徳
魯
伊
」、「
峻
堯
與
明
尉
」

の
邦
訳

仲　

田　

莉　

奈 
 

花
木
蘭
か
ら
読
み
取
る
女
性
解
放　

―
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

『
ム
ー
ラ
ン
』
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

佐
々
木　

実　

和 
 

日
中
に
お
け
る
化
粧
行
動
の
変
化
と
今
後
の
展
望　

―
時

代
背
景
の
考
察
を
中
心
に
―

鈴　

木　

天　

芳 
 

児
童
文
学
小
説
「
蝙
蝠
香
―
曹
文
轩
」
翻
訳

福　

田　

真
由
香 

 

中
国
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ダ
ム
活
動　

―
創
造
営2021

を
手

が
か
り
に
―

横　

井　

瑠　

海 
 

中
国
語
短
編
小
説
「
平
凹
的
短
小
説
」
に
含
ま
れ
る
「
倒

流
河
」
の
翻
訳

権　

藤　

百　

香 
 

悪
意
あ
る
商
標
登
録
者
と
の
戦
い
方　

―
パ
ロ
デ
ィ
商
標

を
添
え
て
―

都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科 

　

ヴ
ィ
グ
ル
・
マ
テ
ィ
ア
ス
専
任
講
師

宇　

木　

健　

史 
 Local experiences, Global Connections: Coffee 
Culture in Japan.

阿　

部　

瑛　

乃 
 

日
本
に
お
け
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
市
場
動
向
と
価
値
に

つ
い
て
の
考
察

小　

島　

優　

奈 
 

着
物
文
化
の
変
遷
と
漢
服
運
動
の
比
較

小　

西　

莉　

央 
 

日
本
と
韓
国
の
キ
ム
チ
の
比
較
研
究

齋　

藤　

あ
か
り 

 

オ
タ
ク
女
子
とSN

S

堀　

井　

正
太
郎 

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
追
跡　

日
本
式
コ
ー
ヒ
ー
文
化
』

と
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
と
地
域
化
し
た

コ
ー
ヒ
ー
の
考
察

渡　

邊　

史　

龍 
 

現
在
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
需
要
目
的
の
変
化

　

江
藤　

茂
博
教
授

菅　

生　

ひ
か
り 

 

映
画
に
お
け
る
日
本
語
・
英
語
の
表
現
方
法
の
差
異
と
文

化
的
背
景　

―
邦
題
と
日
本
語
字
幕
の
分
析
か
ら
―

鈴　

木　

悠　

亮 
 

『
む
し
ょ
く
せ
い
か
つ
』

中　

嶋　

梨　

乃 
 

宮
崎
駿
が
魔
女
の
宅
急
便
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と　

～
原

作
と
の
比
較
か
ら
～

柳　

田　
　
　

純 
 

物
語
を
効
果
的
に
伝
え
る
映
像
表
現　

―
「
響
け
！
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
」
に
お
け
る
光
や
構
図
の
役
割
―

横　

田　

理　

紗 
 

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
展
望

渡　

邊　

佳　

樹 
 

ジ
ブ
リ
映
画
「
も
の
の
け
姫
」
か
ら
読
み
解
く
人
間
と
自

然
の
関
わ
り
方

和
泉
澤　

優　

奈 
 

小
説
「Check!

」　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
変
わ
る
物

語
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鵜　

沼　

奈　

穂 
 

「BT
S

」
の
戦
略

川　

北　
　
　

華 
 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
社
会
問
題
を
扱
う
必
要
性

菅　

野　

明
日
美 

 

サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
論　

～
十
年
経
っ
た
今
分
か
る
こ
と
～

久　

羽　

美　

里 
 

『
羅
小
黒
戦
記
』
に
お
け
る
自
然
と
文
明
の
共
生　

―
『
も 

の
の
け
姫
』
と
の
比
較
―

小　

林　

麻　

瑚 
 Y

ouT
ube

論

鈴　

木　

脩　

斗 
 

「
摂
ル
ト
棄
テ
ル
」

田　

中　

亜
衣
菜 

 

満
ち
る
ま
な
こ
と
夏
の
夢

松　

永　

春　

香 

 2.5
次
元
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
定
義
と
二
次
創
作
的
想
像

　
　
　
　
　
　
　
　

─｢

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
テ
ニ
ス
の
王
子
様
』｣

を
通
し
て

米　

屋　

高　

平 
 

映
画
ま
た
は
漫
画
に
つ
い
て
研
究
。

岡　

野　

裕　

輝 
 

特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
に
お
け
る
敵
の
在
り
方　

―
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
は
何
と
戦
っ
た
の
か
―

佐
々
木　

満　

里 
 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
ジ
ブ
リ
か
ら
見
る
擬
人
化
表
現
の
可
能
性

三　

宮　

真　

央 
 

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
お
そ
松
さ
ん
』
論　

─
フ
ァ
ン
に
よ
る

受
容
姿
勢
の
特
徴
と
、
リ
ブ
ー
ト
の
視
点
か
ら
─

　

谷
島　

貫
太
専
任
講
師

秋　

本　

祐　

真 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
報
告
書

荒　

井　

彩　

花 
 

ネ
ッ
ト
ロ
ア
の
怪
談
に
お
け
る
怪
異
と
女
性

井　

草　

太　

一 
 

現
状
のV

T
uber

の
運
営
形
態
の
違
い
と
そ
れ
に
よ
る
活

動
内
容
の
差
異
の
分
析

岩　

﨑　

未　

歩 
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
テ
ニ
ス
の
王
子
様
」
に
お
け
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
役
者
の
乖
離

内　

海　

里　

菜 
 

遊
郭
を
ベ
ー
ス
に
し
た
死
生
観
に
つ
い
て

遠　

藤　

菜　

月 
 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
共
存

音　

田　

恭　

兵 
 

炎
上
の
記
憶
に
対
し
て
の
対
処
法

加　

藤　
　
　

豪 
 

バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
内
面
・
外
面
か
ら
見
る

バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
形
態

小　

島　

龍　

慶 
 

第
二
次
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
と
ア
ニ
メ
産
業
の
変
革

齋　

藤　
　
　

旭 
 

バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ン
ガ
ー
花
譜
か
ら
み
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」

コ
ン
テ
ン
ツ
の
可
能
性

齋　

藤　
　
　

陽 
 

推
し
と
オ
タ
ク
の
関
係
性　

―
ア
イ
ド
ル
が
も
た
ら
す
経

済
的
、
文
化
的
、
グ
ロ
ー
バ
ル
的
可
能
性
―

櫻　

田　
　
　

都 
 

『
黒
子
の
バ
ス
ケ
』
か
ら
見
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
と
流
行

新　

森　

彩　

香 
 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
に
お
け
る
「
食
」
の
シ
ー
ン
の
重

要
性

砂　

長　

昂　

宏 
 

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
ネ
ッ
ト
小
説
に
お
け
る
作
品
の
変
化
と

比
較

福　

田　

玲　

央 
 

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ナ
ッ
プ
と
流
行　

～
原
点
か
ら
現
在
に
か

け
て

福　

地　

浩　

然 
 2ch

とA
A

の
「
く
だ
ら
な
い
」
文
化
の
分
析

　

堀
野　

正
人
教
授

荒　

井　

萌
乃
佳 

 
世
界
遺
産
と
観
光　

～
世
界
遺
産
の
本
当
の
役
割
と
遺
産
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を
守
る
対
策
～

大　

山　

愛　

姫 
 

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
が
与
え
る
観
光
地
へ
の
影
響

岡　

部　

成　

美 
 

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興　

～
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
観
点
か
ら
～

加　

百　
　
　

瞳 
 

自
然
観
光
資
源
の
現
状
と
課
題　

―
保
全
・
保
護
を
中
心

に
―

苅　

部　

優　

花 
 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
オ
タ
ク
と
ア
ニ
メ
オ
タ
ク
の
文
化
の
相
違
性

と
類
似
性

工　

藤　

か　

な 
 

民
泊
の
現
状
に
つ
い
て
の
問
題
と
考
察

河　

野　

一　

歩 
 

観
光
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

小　

袋　

華
乃
子 

 

横
須
賀
に
お
け
る
民
話
の
観
光
資
源
化
の
可
能
性

地　

主　

真　

尋 
 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
お
け
る
観
光
者
の
観
光
行
動
、
聖
地

や
作
品
制
作
側
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

庄　

司　

萌　

花 
 

自
然
災
害
か
ら
の
観
光
復
興　

―
東
日
本
大
震
災
を
事
例

と
し
て
―

髙　

橋　

歩　

美 
 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

高　

橋　

千　

明 
 

推
し
の
違
い
に
よ
る
観
光
ス
タ
イ
ル
の
違
い

武　

井　

杏　

奈 
 

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
話
題
に
な
っ
た
観
光
地
の
そ
の
後
と

持
続
化
に
つ
い
て

堤　

茜　
　
　

寧 
 

神
社
界
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
進
出
と
ジ
レ
ン
マ　

―
現
代

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
研
究
―

中　

村　

朋　

哉 
 

日
本
に
お
け
る
贈
与
の
文
化
と
お
み
や
げ
と
の
親
和
性
に

つ
い
て

林　
　
　

綾　

音 
 

観
光
と
イ
メ
ー
ジ
付
与

袋　

井　

紅　

葉 
 

観
光
産
業
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
実
態　

―
観
光

客
と
労
働
者
の
関
わ
り
方
―

万　

木　
　
　

恵 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ら
し
の
子
ど
も
劇
場
の
持
続
可
能
性

宮　

崎　

衷　

輝 
 

観
光
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
今
後

吉　

野　

晴　

香 
 

ゲ
ー
ム
に
よ
る
観
光
に
つ
い
て

　

松
本　

健
太
郎
教
授 

 

田　

口　

美　

慧 
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
か
ら
見
る
「
時
を
か
け
る
少
女
」

阿　

部　

さ
く
ら 

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
描
写
す
る
家
族
の
変
容　

～
多
様
化
す
る

家
族
像
～

田
名
網　

裕　

太 
 

映
画
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
「
い
じ
め
」
描
写
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　

―
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
リ
メ
イ
ク
映
画
か
ら
―

藤　

原　

萌　

実 
 

魔
法
少
女
と
視
聴
者
の
関
係
性　

―
社
会
背
景
と
成
長
過

程
の
視
点
か
ら
―

山　

田　

竜　

大 
 

物
語
に
お
け
る
「
フ
ラ
グ
」
の
役
割　

～
読
者
の
視
点
の

変
容
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
～

山　

本　

晃　

生 
 

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
教
育
環
境
の
再
考　

―
流
動
的
社

会
が
引
き
起
こ
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
加
速
―

渡　

邉　

竜
之
介 

 

ア
ニ
メ
の
二
次
創
作
活
動
と
し
て
の
聖
地
巡
礼　

～
聖
地

と
い
う
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
ア
ニ
メ
の
表
象
～

宮　

崎　

梨　

乃 
 

日
本
に
お
け
る
子
ど
も
向
け
ホ
ラ
ー
作
品
に
よ
る
し
つ
け　

～
ホ
ラ
ー
作
品
が
与
え
る
子
ど
も
へ
の
影
響
と
は
～
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吉　

永　

亮　

介 
 

リ
リ
ッ
ク
ビ
デ
オ
に
み
る
歌
詞
の
表
現　

視
聴
覚
で
受
け

取
る
歌
詞
と
そ
の
効
果

井　

上　

あ
か
り 

 

炎
上
広
告
に
お
け
る
月
経
の
表
象　

～
生
理
用
品
広
告
が

意
味
づ
け
る
月
経
と
有
経
女
性
～

岡　

崎　

温　

佳 
 

ゲ
ー
ム
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
と
多
様
化　

～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
普
及
の
観
点
か
ら
み
て
～

川　

尻　

琴　

音 
 

体
感
型
推
理
ゲ
ー
ム｢

名
探
偵 

刑
部
大
輔
の
事
件
簿
～
謀

略
の
招
宴
～｣
実
施
報
告
書

齋　

藤　

光
之
介 

 

ウ
ェ
ブ
小
説
の
文
体
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
与
え
た
影

響
に
つ
い
て　

―
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
系
譜
か
ら

志　

野　

琴　

波 
 

「
女
性
向
け
」
の
表
現
が
も
た
ら
す
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー　

～
女
性
消
費
者
を
中
心
に
～

須　

藤　

玲　

奈 
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
演
じ
る
2.5
次
元
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

～
補
強

さ
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
と
世
界
観
～

奈　

良　

弥
志
乃 

 

二
〇
二
一
年
度
公
演｢

名
探
偵
刑
部
大
輔
の
事
件
簿
～
謀

略
の
招
宴
～｣

実
施
報
告
書　

担
当
：
脚
本
班

由　

利　

敬　

蔵 
 

体
感
型
推
理
ゲ
ー
ム
「
刑
部
大
輔
の
事
件
簿
～
謀
略
の
再

演
」
報
告
書




